
　領収証は前年１年間の
会費・ご寄付の合計額をま
とめ、1月下旬に送付いた
します。
　ご入金後すぐに領収証
発行をご希望の方は、東京
事務局（03-3208-2416）ま
でご連絡ください。
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日本キリスト教海外医療協力会 募金部

日本キリスト教海外医療
協力会募金部

裏面の注意事項をお読みください。 ）号22825第東号番認承（）行銀ょちうゆ（

＊該当の□に　 をつけてください。
□募金に協力します。
□サポート会員になります。
□社員会員になります。（年額10,000円以上の任意額）
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聖アンナ・ミッション病院に入院している赤ちゃん（タンザニア）

募金に
ご協力ください

2018夏期
お母さんと子どもたちの健康といのちをまもるための活動を、

　私は、JOCSの奨学金で正看護・助産師の研
修を受けました。それまでは、看護の知識や技術が
不十分な中で医療助手として働いていましたが、
研修のおかげで、今は自信を持って看護の仕事が
できるようになりました。学んだ中でとくに役に立っ
ているのが、助産や母子保健に関わる知識や技
術です。患者の状況を理解して、これ以上悪化さ
せないためにどうすべきかを考えるようになりました。
また弛緩(しかん)が起きたとき、こうしたら良くなる、こ
うしたら全弛緩を防げるということを他の看護・助産
師に助言できるようになりました。周産期や産後の
出血について、その原因を考察し、貧血を防ぐため
にどうすべきかわかるようになりました。産まれたばか
りの赤ちゃんが母乳をうまく吸えないとき、どうすれば

産前産後の健診を受けるお母さんが増えるように取り組みます

（年額5,000円以上の任意額）
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　領収書は１年間の会
費・ご寄付をまとめ、翌年
１月下旬に送付いたしま
す。ご入金後すぐに領収
書発行をご希望の方は
通信欄に「領収書希望」
とお書きください。
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にご協力ください
夏期募金

ＪＯＣＳは、イエス・キリストの
教えにしたがい

困難のなかにある人々の
健康といのちをまもり、
人々と苦悩・喜びを

わかちあうために活動しています。
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2021

ネパール・UMNタンセン病院で
手術室看護師として活躍する元奨学生



下記「お問い合わせ」までお知らせください。）

お問い合わせ

E-mail：info@jocs.or.jp

ネパールのニラジ・ライさん（43歳）は、JOCSの奨学金を
受けて、3年間内科の専門医の研修を受けました。現在は総
合診療医として、患者の診療のほか、臨床検査や救急対応、
簡単な手術もおこなっています。
ニラジさんの働くアナンダバン病院は、ネパールでいちばん
大きいハンセン病の病院です。ハンセン病の患者は、今も根
強く残る差別などに苦しめられています。彼らは、病気になっ
てもどこの病院からも受け入れられず、最終的にアナンダバン
病院にたどり着きます。ニラジさんは医師としてアナンダバン病
院で勤務していましたが、治療が難しい患者は診ることができ
ず、高度な医療を担う病院に紹介せざるをえませんでした。
しかし、差別を恐れてそのような病院に行きたがらない患者も
多く、彼らは十分な治療を受けることができませんでした。そ

のためニラジさんは、自分が内科の専門医となることで、アナンダバン病院で必要なすべての治療を施
せるようになりたいと考えたのです。
医師として働くうえで一番大切にしていることは「患者と仕事に対して自らをささげることです」とニラ

ジさん。「皆様からの親切は、治療や支援を必要としている人々に仕えることによってお返ししていきま
す。これからも引き続きアナンダバン病院を支えてください。そして助けを求めてくる人 に々対して、私が
ベストを尽くせるようにお祈りください。JOCSにつながる皆様に神様の祝福が豊かにありますように」

皆様のご支援で医師や
看護師になった元奨学生たちが、
今、 感染症をはじめとするさまざまな
病気から人々のいのちをまもるため、

アジア ・ アフリカの各地で活動しています。
これからもどうぞお支えください。


